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W55a ASTRO-G(VSOP-2)の技術検討およびプロジェクトの状況
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ASTRO-G衛星は、地上の電波望遠鏡群が協力してスペース VLBI観測を行うプロジェクトである。最高周波
数である 43 GHz帯では、空間分解能 40マイクロ秒角で撮像観測をおこなうことができる。これにより、活動銀
河中心核のジェット形成領域、降着円盤やメーザ放射の観測を行い、これまで撮像できなかった解像度で観測を
行う。
ASTRO-Gは、2006年にプロジェクト承認され、プロジェクトがスタートしたが、2009年より大型展開アン

テナ（LDR)鏡面精度について技術的な問題が見つかったために、プロジェクトを中断し、LDRの技術的な課題
の解決に注力してきた。そのほか、技術リスクの高いと判断した観測信号系のデータ処理部の FPGAの放射線耐
性、位相補償観測に必要な姿勢制御、および、高精度軌道決定について技術リスク低減のための検討結果を示す。
また、さらにそのほかのプロジェクトの状況についても報告する。


